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福
島
で
は
原
発
事
故
か
ら
14
年
が
経
つ
今
も
県
内
外
に
多
く
の
人
々
が
避
難

し
て
い
ま
す
。被
災
地
は
帰
還
困
難
区
域
を
抱
え
な
が
ら
も
全
て
の
自
治
体
で

居
住
可
能
に
な
り
ま
し
た
が
、散
り
散
り
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
避
難
者

の
苦
難
が
忘
れ
ら
れ
が
ち
な
現
状
は
否
め
ま
せ
ん
。

　
慣
れ
親
し
ん
だ
地
域
か
ら
引
き
離
さ
れ
た
ま
ま
の
人
、戻
ら
な
い
こ
と
を
選

択
し
た
人
、今
は
難
し
く
て
も
帰
還
の
機
会
を
う
か
が
っ
て
い
る
人
、避
難
先
と

ふ
る
さ
と
と
の
絆
を
保
と
う
と
奮
闘
す
る
人…

。そ
れ
ぞ
れ
の
事
情
や
思
い
、

「
避
難
」の
か
た
ち
は
各
人
各
様
で
す
。

　
本
展
で
は
、原
発
事
故
の
風
化
を
防
ぐ
た
め
、当
た
り
前
の
日
常
を
過
ご
し
て

い
た
土
地
か
ら
避
難
を
強
い
ら
れ
た
人
々
の
あ
の
日
か
ら
こ
れ
ま
で
を
、写
真
や

ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
で
振
り
返
り
ま
す
。

火曜日（祝日の場合は翌平日）は休館、
8/12、9/23は開館

東日本大震災・原子力災害伝承館
エントランスホール
福島県双葉郡双葉町大字中野字高田39

9:00-17:00（最終日は15:00まで）
20257/18金 9/29月

つくば市役所１階市政情報コーナー
茨城県つくば市研究学園一丁目1番地1

土日祝日は閉庁
9:00-16:30（最終日は13:00まで）

20258/1金 8/29金

桜川市生涯学習センター さくらす
茨城県桜川市東桜川一丁目21番1号

開館情報は「さくらす」のホームページ
（https://www.sakurasu-sakuragawa.jp/）
をご確認ください（最終日は14:00まで）
9/15を除く月曜日と9/16は休館

20258/30土 9/30火
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Photo/福島県大熊町で帰還困難区域との間を隔てるフェンス（2024年10月撮影）

　
原
発
事
故
避
難
―
。
２
０
１
１
年
3
月
11
日
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
14
年
間
は
、
そ
の
ま
ま

東
京
電
力
福
島
第
一
原
発
事
故
の
被
災
者
に
と
っ
て
避
難
生
活
の
歳
月
に
当
た
り
ま
す
。

　
突
然
の
原
子
力
災
害
に
よ
り
、
周
辺
住
民
た
ち
は
当
た
り
前
の
日
常
を
奪
わ
れ
、
着
の
身
着
の
ま
ま
で
住

み
慣
れ
た
土
地
か
ら
引
き
離
さ
れ
ま
し
た
。
ピ
ー
ク
時
の
12
年
5
月
に
は
福
島
県
内
外
に
16
万
人
以
上
が
避

難
し
て
い
た
と
さ
れ
ま
す
。

　
避
難
指
示
区
域
が
設
定
さ
れ
た
県
東
部
浜
通
り
地
方
な
ど
の
被
災
地
は
現
在
、
帰
還
困
難
区
域
を
除
い
て

全
て
の
自
治
体
で
居
住
が
可
能
に
な
っ
た
も
の
の
、
古
里
に
戻
れ
な
い
、
あ
る
い
は
戻
ら
な
い
と
決
め
た
避

難
者
た
ち
は
全
国
に
散
ら
ば
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
県
内
陸
部
な
ど
避
難
指
示
区
域
の
外
に
住
ん
で
い
た
少

な
く
な
い
人
た
ち
も
放
射
線
の
影
響
を
恐
れ
る
な
ど
し
て
自
主
的
に
遠
隔
地
に
逃
れ
ま
し
た
。

　
本
展
で
は
、
強
制
避
難
と
自
主
避
難
の
別
を
問
わ
ず
、
長
い
避
難
生
活
を
経
て
帰
っ
て
き
た
人
、
避
難
先

と
避
難
元
の
両
拠
点
で
暮
ら
す
人
、
避
難
先
に
定
住
し
た
人
、
遠
く
離
れ
た
土
地
で
新
た
な
目
的
を
見
つ
け

た
人
な
ど
、
8
組
9
人
の
歩
み
を
写
真
と
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
で
振
り
返
り
ま
し
た
。
そ
こ
に
は
各
人
各
様

の
「
避
難
」
の
か
た
ち
と
思
い
が
あ
り
ま
す
。

　
福
島
の
原
発
事
故
は
、
避
難
と
い
う
慣
れ
親
し
ん
だ
地
域
と
の
物
理
的
な
分
断
を
生
ん
だ
ば
か
り
で
な

く
、
こ
の
社
会
で
人
の
心
や
絆
を
も
引
き
裂
き
ま
し
た
。
避
難
者
た
ち
の
現
在
の
あ
り
の
ま
ま
の
暮
ら
し
を

知
る
こ
と
で
、
あ
の
原
子
力
災
害
が
彼
ら
、
そ
し
て
私
た
ち
に
何
を
も
た
ら
し
た
の
か
を
考
え
る
機
会
に
な

れ
ば
幸
い
で
す
。

主
催
　
福
島
大
学
地
域
未
来
デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー
相
双
地
域
支
援
サ
テ
ラ
イ
ト

・
記
事
中
の
各
種
デ
ー
タ
や
人
物
の
年
齢
、
肩
書
な
ど
は
取
材
当
時
で
す
。
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福
島
大
学
地
域
未
来
デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー

相
双
地
域
支
援
サ
テ
ラ
イ
ト

　震災から1年余りが経過した2012年6月、川内村に被災地域支援
の現地拠点として設置。その後、被災地域の避難指示が解除され
住民の帰還が進む中で活動拠点を順次移転し、現在は福島大学
のほか富岡町と浪江町にサテライトを設置し、被災12市町村を対
象とした支援活動を行っています。サテライトのスタッフは福島県か
ら任命された復興支援専門員で、地域復興支援、教育環境整備、
企画・連携の3業務を分担して活動しています。

田村市・南相馬市・川俣町・広野町・楢葉町・富岡町・川内村・
大熊町・双葉町・浪江町・葛尾村・飯舘村

支援対象市町村

金谷川キャンパス
福島市金谷川 1 福島大学地域未来デザインセンター
　富岡サテライト
福島県双葉郡富岡町中央 2丁目 83 とみおかワーキングベース2J
　浪江サテライト
双葉郡浪江町大字幾世橋字六反田 7番地 2（浪江町役場内）

所在地

https://satellite.net.fukushima-u.ac.jp/

沿革
2012 年６月　 川内村に「いわき・相双地域支援サテライト」開設
2015年５月 　同サテライトを楢葉町に移転
2016年４月　 「いわき・相双地域支援サテライト」を
　　　　  　　「相双地域支援サテライト」に改称
2017年５月 　南相馬市に「南相馬分室」開設
2020年８月 　楢葉町の同サテライトを富岡町に移転
2021年４月 　川内分室、南相馬分室を閉鎖し浪江町にサテライト
　　　　　  　を新設。「富岡サテライト」「浪江サテライト」と呼称

ホームページ

ȵɆɩȤɈ紹介.indd   1 2025/02/01   10:11



日本一の「課題先進地」

福島第一原発で水素爆発を起こした1号機（中央左）と3、4号機（同右奥）
＝2011年3月15日撮影、東京電力HD提供

避難指示区域の設定（2011年4月22日） 区域再編（2013年8月8日時点） 進む避難指示解除（2023年11月30日現在）

　2011年3月11日午後2時46分に発生した東北地方太平洋沖地震
は、福島県内で震度3から6強を観測した。この地震による大津波
が沿岸各地を襲い、富岡町では21メートルの最大波を記録。25年
5月現在で、沿岸部を中心に1605人が津波などの犠牲になり、原
発事故に伴う長引く避難生活などが影響した震災関連死は2348
人に上る。全壊家屋は１万5502棟。南相馬市は直接死と関連死
を合わせた死者が1157人を数え、県内で最も多い。福島県の震
災関連死の数は、472人の岩手県や932人の宮城県と比べて突出
している（両県は24年12月現在）。
　大熊町と双葉町にまたがって立地する東京電力福島第一原子
力発電所は、震災の津波で外部電源と非常用電源を喪失。12～
15日、冷却不能となった原子炉が相次いで水素爆発を起こし、広
範囲に放射性物質が拡散する過酷事故に至った。

浜通りなど12市町村に避難指示

人口減少に悩むが復興の槌音も

　第一原発から半径20キロ圏内に避難指示が出され、4月には警
戒区域と計画的避難区域、緊急時避難準備区域が設定された。
これら避難区域は浜通り地方を中心に12市町村に及ぶ。翌2012
年4月、年間の積算放射線量に応じ、避難指示解除準備区域（20
ミリシーベルト以下になることが確実）と居住制限区域（20～50
ミリシーベルト）、帰還困難区域（50ミリシーベルト超）の三つに
再編された。その後、14年4月の田村市都路町に始まり、川内村や
浪江町、富岡町、双葉町などで徐々に避難指示が解除。現在は除
染廃棄物の中間貯蔵施設を含む帰還困難区域だけが残る。
　同区域内で除染やインフラ整備などを先行して進める特定復

興再生拠点区域（復興拠点）は6町村、2747ヘクタールに設定さ
れ、2023年11月の富岡町を最後に全ての復興拠点で避難指示が
解除された。さらに、帰還希望の住民が居住できるよう除染など
を進めて早期の避難指示解除を目指す特定帰還居住区域が23
～24年、大熊、双葉、浪江、富岡の４町に設定された。

　国や自治体が避難指示を出した被災12市町村の総面積は約
2080平方キロメートル。そのうち帰還困難区域は東京ディズニーラ
ンド約665個分の309平方キロメートルを占め、県土の約2.2％に
当たる。2025年5月現在で県内外に2万4110人が避難している
（福島県発表）。
　避難指示一部解除後の2020年に実施された前回の国勢調査
によると、12市町村の人口は約12万4千人で震災前年の調査に比

べて４割減少。帰還困難区域が面積の大半を占める双葉町では
現在も居住者が200人に満たないなど、人口回復がはかばかしく
ない。雇用やにぎわいの創出、医療体制や教育環境の充実を期
してさまざまな悩みを抱えており、原発事故の影響を受けた福島
の被災地はわが国で最も顕著な「課題先進地」といえる。
　一方で被災地を走るＪＲ常磐線の浪江、双葉、大野各駅周辺
の再開発が本格化するなど、復興の槌音も響く。

JR双葉駅東口では2025年度中の開店を目指して商業施設の建設が進む＝25年1月撮影

避難指示区域の変遷
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被
災
地
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の
日
か
ら
こ
れ
ま
で
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県発表で2万4千人超
定義まちまち…実数、より多く

2011年3月12日、富岡町から隣接する川内村へ避難する車の列（富岡町提供）

　東京電力福島第一原発事故は、スリーマイル島原発事故（1979年）や
チェルノブイリ原発事故（1986年）と並んで、空前の大規模避難を人々に強
いた。「2、3日後には戻れるだろう」。周辺住民の多くはそんなふうに考えな
がら、促されるままに自家用車で、あるいは自治体が手配したバスなどで住
み慣れた土地を後にした。それが極めて長期にわたる避難生活の始まりだ
とは知らずに。原発が立地する大熊町の全町避難は８年、同じく双葉町の
それは実に11年半に及んだ。
　国や自治体による避難指示が出たのは浜通り地方などの次の12市町村
だ。〈田村市（都路町）・南相馬市（原町区の一部と小高区）・川俣町（山木
屋地区）・広野町・楢葉町・富岡町・川内村・大熊町・双葉町・浪江町・葛尾
村・飯舘村〉
　この中で富岡、大熊、双葉、浪江各町などは双葉郡の南に隣接するいわ
き市のほか、内陸の郡山市や福島市、会津若松市などに仮設住宅を整備
し、集団で避難。その後、住民らは避難先で建設された県営の復興公営住
宅などに入居したり、個人で住宅を購入したりした。避難解除後に帰還を
果たし、各自治体の災害公営住宅や民間住宅に移り住んだ人もいるが、戻
らないことを決めた住民は多い。

強制避難と自主避難
　これら避難指示に伴い古里から引き離された住民のほかに、放射
線の影響を懸念するなどして避難区域外から遠隔地に自主的に逃れ
た人たちが存在する。本展の登場人物では、榎内正和さんと仲野和
香子さん、小泉良空さん、菅野信雄さん・真里子さん夫妻、鎌田昭三
さんが強制避難者、井上美和子さんと宇野朗子さん、森島幹博さんが
自主避難者に当たる。
　このような福島県の「原発事故避難者」は県や復興庁によると、
2025年5月時点で県内外に2万4110人（うち避難先不明５人）いて、最
多を記録した12年5月の約16万人より8割以上減少したとされる。この
うち1万9420人は県外への避難者で、総務省が運用する「全国避難者
情報システム」に基づき、避難先の自治体に自らの情報を届け出るな
どした自主避難を含む避難者の数を復興庁が集計したものだ。
　福島県が取りまとめた県内避難者数は4685人だが、災害救助法の
適用に伴う応急仮設住宅や「みなし仮設」の借り上げ住宅などへの入
居者を当初から計上し、復興公営住宅などに移ると避難者から除外す
るため、最新の実態を反映していないとの指摘がある。

特例法対象は5万4600人
　一方、避難者が住民票を移さないまま避難先の自治体で一定の行
政サービスを受けられるようにする「原発避難者特例法」に基づく届
け出などにより、避難指示12市町村にいわき市を加えた、同法指定の
13市町村が避難者の所在を把握している。これによると、13市町村の
県内外への避難者の数は2024年12月～25年1月時点のデータで、合計
して約5万4600人に上る。
　行政が避難者を定義する要件は①全国避難者情報システムへの届
け出②応急仮設住宅などへの入居③原発避難者特例法による届け出
―などまちまちで、統一されていない。届け出はいずれも任意であり、
実質的な避難者の数は公式発表を大きく上回ると思われる。もはや
「避難者」であるとの自覚のみが、避難者を避難者たらしめていると
言ってもいいのかもしれない。

郡山市の複合施設「ビッグパレットふくしま」には2011年3～8月、富岡町と川内
村の住民ら最多2500人が避難した（富岡町提供）

飯舘村
川俣町 南相馬市

福島市

福島県

県外の避難先（地方別、復興庁まとめ）

県外避難者
19,420人
（2025年5月時点）

■避難指示が出た12市町村
■12市町村からの避難者が特に多い自治体

浪江町
双葉町
大熊町
富岡町

楢葉町
広野町

川内村

郡山市

いわき市

田村市

葛尾村

福島
第一原発
福島
第二原発

関東
10,373人
54%

中部
3,529人
18%

東北
2,904人
15%

北海道 ５３7人 ３%
沖縄 98人 1%

九州 618人 3%

四国 64人 0.4%
中国 441人 2%

近畿 856人 4%

会津若松市

避
難
者
と
は
誰
か
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浪江町

菅
野 

信
雄
さ
ん
、

真
里
子
さ
ん 

夫
妻

古
里
は
相
馬
野
馬
追
の
聖
地

　
信
雄
さ
ん
の
生
家
は
国
の
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
、
相
馬
野
馬
追
で
裸
馬

を
捕
え
て
神
前
に
奉
納
す
る
「
野
馬
懸
」（
の
ま
か
け
）が
行
わ
れ
る
相
馬
小

高
神
社
の
す
ぐ
そ
ば
に
あ
っ
た
。
野
馬
懸
の
日
は
よ
ろ
い
か
ぶ
と
の
騎
馬
武

者
が
町
中
を
勇
壮
に
練
り
歩
く
。
パ
カ
ッ
、
パ
カ
ッ
。
古
里
を
思
う
と
、
今

も
ひ
づ
め
の
音
が
耳
の
奥
に
響
く
。

　
８
人
き
ょ
う
だ
い
の
末
っ
子
。
中
学
を
卒
業
す
る
と
す
ぐ
に
上
京
し
て
銀

座
な
ど
の
す
し
店
で
修
業
し
た
が
、
２
年
後
、
兄
弟
子
と
仲
違
い
を
し
て
小

高
に
舞
い
戻
る
。
親
友
の
誘
い
で
美
容
師
を
志
し
、
専
門
学
校
の
入
学
金
を

捻
出
す
る
の
に
通
っ
た
ア
ル
バ
イ
ト
が
東
電
福
島
第
一
原
発
５
、
６
号
機
の

建
設
工
事
だ
っ
た
。
１
９
７
４（
昭
和
49
）年
ご
ろ
の
こ
と
だ
。
機
械
で
コ
ン

ク
リ
ー
ト
を
か
き
混
ぜ
る
単
純
な
作
業
だ
っ
た
が
、
ひ
と
月
で
当
時
の
大
卒

初
任
給
の
ほ
ぼ
２
倍
に
当
た
る
15
万
円
を
稼
い
だ
と
い
う
。

繁
盛
し
た
美
容
室
と
居
酒
屋

　
信
雄
さ
ん
と
宮
城

県
栗
原
市
出
身
の
真

里
子
さ
ん
が
出
会
っ

た
の
は
、
２
人
が
就

職
し
た
東
京
・
あ
き

る
野
市
の
美
容
院
。

1
9
8
5（
昭
和
60
）

年
に
結
婚
し
信
雄
さ

ん
の
母
親
と
同
居
す

る
た
め
に
移
り
住
ん
だ
浪
江
町
で
1
9
8
9（
平
成
元
）年
、
念
願
だ
っ
た
自

分
た
ち
の
店
を
開
い
た
。
バ
ブ
ル
崩
壊
前
夜
。
そ
れ
で
も
原
発
労
働
者
が
多

い
人
口
２
万
超
の
町
の
景
気
は
よ
く
、
客
足
は
絶
え
な
か
っ
た
。
生
ま
れ
た

娘
２
人
を
育
て
る
た
め
、
夫
婦
で
懸
命
に
ハ
サ
ミ
を
操
っ
た
。

　
信
雄
さ
ん
は
趣
味
の
海
釣
り
が
高
じ
て
、
２
０
０
９（
同
21
）年
に
釣
果
や

漁
師
か
ら
直
接
仕
入
れ
た
魚
介
類
が
自
慢
の
居
酒
屋
を
近
所
に
開
店
。
福
島

の
豊
か
な
海
の
幸
「
常
磐
も
の
」
の
ヒ
ラ
メ
や
ホ
ッ
キ
ガ
イ
を
昔
取
っ
た
杵

柄
で
手
際
よ
く
調
理
す
る
と
、
左
党
に
喜
ば
れ
た
。

原
発
事
故
知
ら
ず
に
避
難

　
そ
の
日
も
午
前
中
は
自
宅
兼
店
舗
の
美
容
室
で
働
き
、
昼
食
後
に
居
酒
屋

元
美
容
室
経
営

「
も
う
戻
ら
な
い
」

避
難
先
が「
つい
の
す
み
か
」

　南
相
馬
市
小
高
区
出
身
の
菅
野
信
雄
さ
ん（
68
）は
震
災
当
時
、
浪

江
町
で
妻
真
里
子
さ
ん（
66
）と
共
に
美
容
師
と
し
て
腕
を
振
る
っ
て
い

た
。「
小
高
が
古
里
な
ら
、
浪
江
は
俺
を
育
て
て
く
れ
た
場
所
か
な
」。

思
い
出
深
い
ど
ち
ら
の
町
に
も
原
発
事
故
の
影
響
で
５
年
以
上
、
立

ち
入
れ
な
か
っ
た
。
避
難
し
た
福
島
市
で
が
ん
を
患
っ
た
の
を
き
っ

か
け
に
医
療
体
制
が
不
安
な
被
災
地
へ
の
帰
還
を
諦
め
、
入
居
中
の

復
興
公
営
住
宅
を
「
つ
い
の
す
み
か
と
決
め
た
」。
趣
味
の
テ
ニ
ス
に

熱
中
し「
残
り
の
人
生
、
楽
し
く
生
き
な
き
ゃ
」
と
屈
託
な
く
笑
う
。

の
仕
込
み
を
終
え
て
、
自
宅
の
部
屋
で
横
に
な
ろ
う
と
し
て
い
た
。
そ
の
途

端
、
ぐ
ら
り
と
来
た
。
揺
れ
は
激
し
く
な
る
ば
か
り
で
収
ま
る
気
配
が
な

い
。
外
に
飛
び
出
す
と
、
割
れ
た
ガ
ラ
ス
の
破
片
で
足
裏
を
切
っ
て
い
る
の

に
気
付
い
た
。

　
翌
日
、
町
に
避
難
指
示
が
出
て
、
原
発
事
故
が
起
き
た
の
も
知
ら
な
い
ま

ま
夫
妻
と
当
時
94
歳
の
母
親
、
22
歳
の
次
女
の
４
人
で
逃
れ
、
親
戚
ら
を

頼
っ
て
南
相
馬
市
内
や
仙
台
市
な
ど
を
転
々
と
し
た
。
福
島
市
笹
谷
地
区
の

仮
設
住
宅
に
入
居
で
き
た
の
は
７
月
に
な
っ
て
か
ら
で
、
そ
こ
で
５
年
間
を
過

ご
し
た
。
母
は
避
難
生
活
で
認
知
症
が
進
み
、
震
災
の
翌
年
に
亡
く
な
っ
た
。

が
ん
罹
患
で
帰
還
断
念

　
福
島
市
北
沢
又
地
区
の
戸
建
て
の
復
興
公
営
住
宅
に
落
ち
着
い
て
１
年
後

の
２
０
１
８（
平
成
30
）年
。
信
雄
さ
ん
が
家
で
夕
食
を
取
っ
て
い
る
と
右
脇
腹

が
う
ず
き
出
し
、
脂
汗
が
止
ま
ら
な
い
。
胆
管
に
が
ん
が
見
つ
か
り
、
市
内

の
大
病
院
で
手
術
を
受
け
た
。
通
院
す
る
間
に
２
度
、
轟
音
を
立
て
て
ド
ク

タ
ー
ヘ
リ
が
発
着
す
る
の
を
目
に
し
た
。「
も
し
浜
通
り（
の
被
災
地
）に
住
ん

だ
ら
、
こ
れ
に
乗
せ
ら
れ
る
ん
だ
べ
な
あ
」
。
浪
江
町
の
自
宅
は
い
ず
れ
戻

る
つ
も
り
で
除
染
や
修
繕
を
施
し
て
い
た
が
、
つ
い
に
取
り
壊
し
た
。

　「
も
し
俺
が
40
代
だ
っ
た
ら
浪
江
に
帰
っ
て
る
。
で
も
人
が
い
な
い
町
で
お

客
さ
ん
が
ど
れ
だ
け
来
る
の
か
。
挙
げ
句
の
果
て
に
病
気
持
っ
て
た
ら
さ
。

そ
れ
で
も
う
諦
め
た
。
だ
っ
た
ら
残
り
の
人
生
、
楽
し
く
生
き
よ
う
っ
て
」

「
考
え
て
も
分
か
ら
な
い
」

　
真
里
子
さ
ん
も
戻
る
選
択
肢
は
な
い
と
言
い
な
が
ら
、「
今
い
る
場
所
は
便

利
だ
け
ど
、
そ
ん
な
に
い
い
と
も
思
わ
な
い
。
や
は
り
自
分
の
持
ち
家
で
は

な
い
か
ら
」
と
複
雑
な
心
境
だ
。

　
信
雄
さ
ん
は
が
ん
が
治
癒
し
た
今
、
避
難
先
の
新
し
い
仲
間
た
ち
と
毎
週

の
テ
ニ
ス
で
汗
を
流
す
。

　「
い
ろ
い
ろ
考
え
る
ん
だ
よ
。
原
発
事
故
が
な
か
っ
た
ら
健
康
で
い
ら
れ
た

の
か
、
あ
る
い
は
避
難
生
活
の
不
摂
生
や
ス
ト
レ
ス
で
発
病
し
た
の
か…

。

今
と
な
っ
て
は
何
と
も
分
か
ら
な
い
」。
そ
れ
で
も
さ
、
と
言
っ
て
笑
顔
で
続

け
る
。
「
こ
う
し
て
元
気
で
い
ら
れ
る
の
が
何
よ
り
だ
ね
」

　
パ
ネ
ル
写
真
は
福
島
市
の
自
宅
縁
側
で
笑
顔
を
見
せ
る
信
雄
さ
ん（
右
）と
真

里
子
さ
ん
。

　（
2
0
2
4
年
8
、9
月
取
材
）

1993年ごろ、娘（手前２人）の七五三で
浪江町の自宅前にそろった一家

福島
第一原発

南相馬市
小高区

福島市
（２０１１年７月～）

福島県

■主な避難の足取り
0 30km

1:258.600
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原
発
景
気
に
沸
く
町
か
ら
東
電
へ

　
中
学
校
に
上
が
っ
た
1
9
7
1（
昭
和
46
）年
、
第
一
原
発
１
号
機
が
営
業

運
転
を
始
め
た
。
75
年
に
富
岡
町
と
楢
葉
町
に
ま
た
が
る
第
二
原
発
が
着
工

し
、
国
道
沿
い
に
は
飲
食
店
や
自
動
車
販
売
店
な
ど
が
次
々
と
軒
を
連
ね

た
。
出
稼
ぎ
頼
み
の
兼
業
農
家
が
多
か
っ
た
町
は
空
前
の
「
原
発
景
気
」
に

沸
き
、
建
設
業
を
中
心
に
多
く
の
雇
用
が
生
ま
れ
た
。

　
進
学
し
た
南
相
馬
市
の
工
業
高
校
の
推
薦
を
受
け
、
77
年
、
東
電
に
入

社
。
第
一
原
発
に
配
属
さ
れ
た
。
技
師
と
し
て
施
設
内
外
の
放
射
線
を
測
定

す
る
業
務
に
長
年
携
わ
っ
た
後
、
人
と
関
わ
り
た
い
と
志
願
し
て
広
報
部
に

異
動
し
た
。
「
原
発
は
い
ざ
と
い
う
時
も
五
重
の
壁
に
守
ら
れ
て
い
て
安
全

な
ん
で
す
」
―
。
原
発
入
り
口
の
Ｐ
Ｒ
施
設
で
、
修
学
旅
行
生
ら
見
学
者
に

原
発
の
安
全
性
と
将
来
性
を
熱
っ
ぽ
く
説
い
た
。
「
や
っ
ぱ
り
原
子
力
っ
て

す
ご
い
ね
」。
そ
う
言
わ
れ

る
と
、
や
り
が
い
と
誇
り
を

感
じ
た
。

　
巨
大
地
震
が
あ
っ
た
時
も

同
じ
施
設
に
い
た
。
高
齢
の

母
親
を
案
じ
て
太
平
洋
を
望

む
高
台
の
家
に
戻
る
と
、
海

底
が
見
え
る
ほ
ど
波
が
引
い

て
い
る
。
大
津
波
の
予
兆

だ
。
家
族
5
人
で
川
内
村
や

田
村
市
な
ど
避
難
所
を
転
々

と
す
る
間
に
も
、
電
源
を
全

て
失
っ
た
第
一
原
発
は
水
素

爆
発
を
繰
り
返
し
、
荒
れ

狂
っ
た
。

「
う
そ
つ
き
」
罵
声
浴
び
土
下
座
も

　
社
命
を
受
け
、
埼
玉
県
加
須
市
な
ど
に
避
難
し
た
双
葉
、
浪
江
両
町
の
災

害
対
策
本
部
に
駐
在
し
て
原
発
事
故
の
状
況
を
逐
一
報
告
し
た
。
秋
、
福
島

市
の
被
災
者
支
援
の
部
署
に
赴
任
す
る
と
、
自
宅
周
辺
な
ど
の
放
射
線
量
が

気
に
な
る
住
民
ら
に
頼
ま
れ
、
県
内
外
で
線
量
測
定
の
仕
事
に
従
事
し
た
。

「
東
電
の
う
そ
つ
き
」。
や
り
場
の
な
い
激
し
い
怒
り
を
ぶ
つ
け
ら
れ
、
線
量

が
高
く
て
家
財
を
持
ち
帰
れ
な
い
人
か
ら
「
ふ
ざ
け
る
な
」
と
胸
ぐ
ら
を
つ

か
ま
れ
た
こ
と
も
。
時
に
土
下
座
し
て
謝
っ
た
。

創
作
太
鼓
集
団
代
表

「
二
地
域
で
生
き
る
」

生
ま
れ
変
わ
る
町
と
共
に

榎
内 

正
和
さ
ん

　原
発
事
故
当
時
、
東
京
電
力
の
社
員
だ
っ
た
榎
内
正
和
さ
ん（
65
）は

生
ま
れ
育
っ
た
富
岡
町
で
、
福
島
第
一
・
第
二
原
発
の
稼
働
に
よ
る

地
域
の
発
展
と
、
事
故
が
も
た
ら
し
た
地
理
的
、
精
神
的
な
分
断
と

い
う
両
極
を
経
験
し
た
。
今
は
避
難
先
の
い
わ
き
市
に
構
え
た
自
宅

と
、
避
難
指
示
解
除
後
に
父
祖
の
地
に
再
建
し
た
家
と
の
間
を
往
復

し
な
が
ら
暮
ら
す
。
30
代
で
始
め
た
創
作
太
鼓
と
復
活
さ
せ
た
盆
踊

り
の
文
化
を
、
新
生
す
る
町
に
根
付
か
せ
よ
う
と
日
々
奮
闘
す
る
。

身
も
心
も
…
原
発
事
故
が
生
ん
だ
分
断

　
家
族
は
震
災
の
年
に
い
わ
き
市
の
ア
パ
ー
ト
に
避
難
し
3
年
後
、同
市
内
に
自

宅
を
新
築
し
た
。富
岡
町
は
避
難
指
示
解
除
の
め
ど
が
立
た
ず
、車
を
駆
って
片

道
1
時
間
以
内
で
行
き
来
で
き
る
土
地
を
選
ん
だ
。ふ
と
し
た
き
っ
か
け
で
、避
難

指
示
区
域
か
ら
来
た
こ
と
を
周
り
に
知
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。わ
ざ
わ
ざ
家
を
見
物

に
来
る
人
が
い
た
り
、近
所
で
あ
い
さ
つ
し
て
も
無
視
さ
れ
た
り
し
た
。賠
償
額
の

多
寡
を
巡
る
ね
た
み
、そ
ね
み
が
冷
遇
の
背
景
に
あ
る
と
感
づい
た
。身
も
心
も
居

場
所
か
ら
引
き
離
さ
れ
る
―
。妻（
65
）は
ふ
さ
ぎ
込
み
、う
つ
病
と
診
断
さ
れ
た
。

創
作
太
鼓
の
響
き
に
救
わ
れ

　
つ
ら
い
思
い
か
ら
解
放
し
て
く
れ
た
の
が
、震
災
の
10
年
前
に
自
ら
立
ち
上
げ
た

太
鼓
集
団「
小
浜
風
童
太
鼓
」の
活
動
だ
っ
た
。20
代
の
頃
、古
里
の
小
浜
地
区
で
復

活
さ
せ
た
盆
踊
り
で
た
た
く
相
馬
盆
唄
の
太
鼓
が
ベ
ー
ス
。町
域
の
大
半
で
避
難
指

示
が
解
除
さ
れ
た
2
0
1
7（
平
成
29
）年
に
東
電
を
辞
し
、19
年
か
ら
は
い
わ
き

市
の
復
興
公
営
住
宅
や
富
岡
町
で
避
難
者
ら
を
相
手
に
太
鼓
教
室
を
開
く
。太
鼓

集
団
は
長
男（
35
）が
跡
を
継
ぎ
、元
気
に
な
っ
た
妻
、孫
の
男
児（
7
）も
一緒
に
ば

ち
を
握
る
。

「
盆
踊
り
の
伝
統
つ
な
げ
た
い
」

　
2
0
2
1（
令
和
3
）年
に
は
、戦
後
に
双
葉
町
出
身
の
祖
父
が
入
植
し
、父
親

が
開
墾
し
た
土
地
を
守
り
抜
き
た
い
と
、解
体
し
た
自
宅
跡
地
に
太
鼓
の
練
習
場

を
併
設
す
る
平
屋
を
再
建
し
た
。震
災
で
中
断
し
23
年
に
本
格
再
開
し
た
町
の
盆

踊
り
大
会
を
盛
り
立
て
よ
う
と
心
血

を
注
ぐ
。「
子
ど
も
た
ち
に
盆
踊
り
を

教
え
れ
ば
、大
人
に
な
っ
て
も
毎
年

帰
っ
て
き
て
、太
鼓
を
た
た
い
て
く
れ

る
だ
ろ
う
」。6
年
も
の
間
全
町
避
難

を
強
い
ら
れ
、居
住
人
口
が
震
災
前
の

2
割
に
満
た
な
い
約
2
5
0
0
人
の

こ
の
町
で
、伝
統
文
化
を
次
代
に
つ
な

げ
る
役
目
を
自
任
し
て
い
る
。

　
パ
ネ
ル
写
真
は
富
岡
町
小
浜
地
区

に
再
建
し
た
自
宅
の
庭
先
で
。Ｔ
シ
ャ

ツ
の
胸
に
は「
我
が
心
の
富
岡
」と
。

（
2
0
2
4
年
6
月
取
材
）

2001年に小浜風童太鼓を結成し、長男（左）と共に

町民らに太鼓を指導する榎内さん（左端）

福島
第一原発
富岡町
（～2011年）
（2021年～）

猪苗代町
（2011年3～4月）

いわき市
（2011年4月～）

福島県
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自
然
に
囲
ま
れ
た
幼
少
期
、
青
春
時
代

　
実
家
は
米
農
家
。
物
心
つ
い
た
頃
の
最
初
の
記
憶
が
、
か
や
ぶ
き
か
ら
瓦

屋
根
の
家
に
建
て
替
え
る
槌
音
だ
っ
た
。
家
の
前
に
は
田
畑
が
広
が
り
、
遠

く
に
阿
武
隈
山
地
の
青
い
山
並
み
が
見
え
る
。
４
世
代
8
人
で
つ
ま
し
く
暮

ら
し
、
夏
に
な
れ
ば
近
く
の
海
水
浴
場
に
み
ん
な
で
出
掛
け
て
思
う
存
分
遊

ん
だ
。

　
通
学
し
た
町
立
熊
町
小
学
校
は
緑
化
運
動
に
力
を
入
れ
て
い
て
、
花
壇
の

サ
ル
ビ
ア
や
カ
ン
ナ
の
赤
、
校
庭
の
芝
生
の
緑
が
青
空
に
映
え
て
美
し
か
っ

た
。
同
小
は
今
、
除
染
土
壌
や
廃
棄
物
の
中
間
貯
蔵
施
設
の
敷
地
に
含
ま

れ
、
校
舎
も
教
室
の
中
も
あ
の
日
か
ら
時
が
止
ま
っ
た
ま
ま
だ
。

　
大
熊
町
と
接
し
て
原
発
が
ま
た
が
る
双
葉
町
の
県
立
高
に
常
磐
線
で
通
っ

た
。
吹
奏
楽
部
の
部
活
に
明
け
暮
れ
、
双
葉
駅
で
１
時
間
に
１
本
の
電
車
を

待
つ
間
、
駅
前
の
ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
シ
ョ
ッ
プ
で
友
達
や
先
輩
と
お
し
ゃ
べ
り

に
花
を
咲
か
せ
た
。

娘
２
人
に
恵
ま
れ
、幸
せ
な
日
々

　
仙
台
市
の
大
学
を
卒
業
し
た
１
９
９
２（
平
成
４
）年
、
地
元
に
戻
っ
て
東

京
電
力
の
子
会
社
に
就
職
。
第
一
原
発
正
門
前
の
Ｐ
Ｒ
施
設
で
来
館
者
の
案

内
業
務
を
担
当
し
た
。
そ
の
頃
結
婚
し
た
中
高
で
同
級
生
の
夫（
54
）も
原
発

内
の
関
連
企
業
に
勤
め
、
原
発
の
立
つ
福
島
浜
通
り
で
は
典
型
的
な
共
働
き

夫
婦
だ
っ
た
。
夫
の
両
親
は
梨
の
果
樹
園
を
経
営
し
て
お
り
、
農
繁
期
は
手

伝
い
に
勤
し
ん
だ
。
女
の
子
２
人
を
授
か
っ
て
幸
せ
だ
っ
た
。

　
発
災
の
日
は
臨
時
事
務
補
助
員
と
し
て
町
内
の
県
立
大
野
病
院
に
い
た
。

玄
関
前
の
ポ
ス
ト
に
郵
便
物
を
投
函
し
よ
う
と
外
に
出
た
途
端
、
激
し
い
揺

れ
に
襲
わ
れ
た
。
駐
車
場
の
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
は
波
打
ち
、
ほ
う
ほ
う
の
体
で

事
務
室
に
戻
る
と
、
ス
チ
ー
ル
製
の

キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
が
自
席
に
倒
れ
込
ん

で
い
た
。
余
震
を
恐
れ
、
入
院
患
者

た
ち
を
手
分
け
し
て
駐
車
場
に
連
れ

出
し
た
。
手
術
中
の
患
者
が
い
た

が
、
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
を
呼
ん
で
も
来

な
い
。
仲
野
さ
ん
も
家
族
と
連
絡
が

取
れ
な
い
。「
い
っ
た
ん
帰
宅
し

て
、
ま
た
明
日
来
ま
す
」。
そ
う
言

い
残
し
た
が
、
再
び
戻
る
こ
と
は
な

か
っ
た
。

主
婦

「
い
つ
か
帰
れ
れ
ば
」

古
里
だ
し
戻
り
た
い
…
け
ど

仲
野 

和
香
子
さ
ん

　過
酷
事
故
を
起
こ
し
た
福
島
第
一
原
発
が
立
地
す
る
大
熊
町
。
阿

武
隈
山
地
を
望
む
緑
豊
か
な
田
園
に
囲
ま
れ
て
成
長
し
た
仲
野
和
香

子
さ
ん（
55
）は
、
特
産
の
梨
を
栽
培
す
る
農
家
に
嫁
ぎ
、
平
穏
な
暮
ら

し
を
送
っ
て
い
た
。
町
か
ら
南
に
約
50
㌔
離
れ
た
同
じ
浜
通
り
地
方

の
い
わ
き
市
に
避
難
し
て
13
年
。「
古
里
だ
か
ら
い
つ
か
は
戻
り
た

い
」
が
、
こ
の
ま
ま
で
も
構
わ
な
い
、
と
も
。
実
家
も
婚
家
も
取
り

壊
さ
れ
て
町
に
住
む
所
は
な
く
、
心
は
微
妙
に
揺
れ
る
。

「
原
発
事
故
が
起
き
て
死
ぬ
か
も
」

　
消
防
団
員
の
夫
と
行
政
区
長
の
し
ゅ
う
と
は
震
災
対
応
に
追
わ
れ
て
い

て
、
し
ゅ
う
と
め
や
当
時
中
学
２
年
と
小
学
６
年
の
娘
ら
女
性
だ
け
で
自
宅

庭
の
車
中
で
待
避
し
た
。
テ
レ
ビ
が
原
子
力
災
害
の
恐
れ
を
報
じ
て
い
る
。

原
発
の
仕
組
み
は
よ
く
分
か
っ
て
い
て
、
直
感
し
た
。「
遠
く
に
行
か
な

き
ゃ
。
も
し
か
し
た
ら
死
ぬ
か
も
」。
翌
朝
、
町
域
の
大
半
に
当
た
る
第
一

原
発
の
半
径
10
㌔
圏
内
に
避
難
指
示
が
発
令
。
行
き
先
も
告
げ
ら
れ
な
い
ま

ま
全
町
避
難
の
バ
ス
に
乗
り
込
み
、
西
に
約
30
㌔
の
田
村
市
総
合
体
育
館
に

た
ど
り
着
い
た
。
午
後
、
第
一
原
発
１
号
機
が
爆
発
す
る
ニ
ュ
ー
ス
映
像
に

目
が
釘
付
け
に
な
っ
た
。「
も
う
帰
れ
な
い
」
と
観
念
し
た
。

小
中
学
校
避
難
で
会
津
若
松
に

　
会
津
若
松
市
の
仮
設
住
宅
で
家
族
と
１
年
間
暮
ら
し
た
。
も
っ
と
遠
い
土

地
に
逃
れ
な
か
っ
た
の
は
、
役
場
機
能
と
共
に
同
市
に
避
難
し
た
町
立
小
中

学
校
で
、
娘
た
ち
が
以
前
の
友
達
と
離
れ
ず
に
過
ご
せ
る
よ
う
に
と
の
配
慮

が
あ
っ
た
た
め
だ
。「
と
に
か
く
子
ど
も
た
ち
に
寂
し
い
思
い
を
さ
せ
た
く
な

く
て
」

 

震
災
の
翌
年
、
長
女
が
い
わ
き
市
の
高
校
に
進
学
す
る
タ
イ
ミ
ン
グ
で
同
市

に
移
り
住
ん
だ
。
被
災
者
支
援
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
に
職
を
得
て
、
避
難
者
が
入

居
す
る
県
営
の
復
興
公
営
住
宅
17
カ
所
に
自
治
会
が
立
ち
上
げ
ら
れ
た
の
を

見
届
け
た
。
今
は
派
遣
会
社
に
登
録
し
、
事
務
の
仕
事
に
就
く
。

避
難
生
活
は
仮
住
ま
い
の
感
覚

　
２
０
１
９（
平
成
31
）年
、
大
熊
町
は
帰
還
困
難
区
域
を
除
い
て
避
難
指
示
が

解
除
さ
れ
、
新
し
い
町
づ
く
り
が
進
む
。
し
か
し
、
古
里
に
足
を
運
ぶ
の

は
、
墓
参
り
や
災
害
公
営
住
宅
に
住
む
し
ゅ
う
と
め
に
会
い
に
行
く
時
ぐ
ら

い
に
な
っ
た
。

 

い
わ
き
市
で
は
、
仮
設
住
宅
を
出
て
か
ら
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
に
暮
ら
す
。
人

口
30
万
を
超
え
る
便
利
な
都
会
に
す
っ
か
り
根
を
下
ろ
し
た
の
か
。「
い
い

え
。
学
生
時
代
に
ア
パ
ー
ト
に
住
ん
だ
で
し
ょ
う
。
一
時
の
住
ま
い
、
そ
ん

な
感
覚
で
す
ね
。
元
々
い
た
所
な
の
で
、
い
つ
か
は
戻
る
ん
だ
ろ
う
な
。
で

も
、
こ
の
ま
ま
で
も
い
い
と
思
っ
て
る
ん
で
す
」

　
パ
ネ
ル
写
真
は
果
樹
園
の
看
板
だ
け
が
残
る
自
宅
跡
地
で
。

（
２
０
２
４
年
６
月
取
材
）

2009年ごろ、たわわに梨が実る果樹園で夫（右から３人目）、
義理の両親（右側の２人）と共に

福島
第一原発

大熊町

いわき市
（2012年4月～）

福島県

■主な避難の足取り

会津若松市
（2011年4月～12年3月）
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思
い
出
す
青
い
水
田
と
山
並
み

　
大
熊
町
野
上
地
区
。「
じ
い
ち
ゃ
ん
、
ば
あ
ち
ゃ
ん
、
ご
飯
だ
よ
ー
」。
夕

暮
れ
時
、
一
軒
家
の
窓
か
ら
顔
を
出
し
、
裏
の
畑
で
作
業
す
る
祖
父
母
に
大

声
で
伝
え
る
の
が
子
ど
も
時
代
の
日
課
だ
っ
た
。
一
人
っ
子
で
、
家
族
5
人
の

愛
情
を
一
身
に
受
け
た
。
米
農
家
の

祖
父
は
自
給
で
き
る
野
菜
は
何
で
も

育
て
、
庭
に
な
る
柿
や
イ
チ
ジ
ク
の

実
を
一
緒
に
も
い
で
食
べ
た
の
も
懐

か
し
い
思
い
出
だ
。
古
里
と
い
え

ば
、
青
い
水
田
と
遠
く
の
山
並
み
が

真
っ
先
に
思
い
浮
か
ぶ
。
小
学
校
の

郷
土
芸
能
ク
ラ
ブ
で
は
、
相
馬
盆
唄

が
基
調
の
地
域
伝
統
の
太
鼓
を
打
ち

鳴
ら
し
、
盆
踊
り
や
運
動
会
で
腕
前

を
披
露
し
た
。

激
し
い
揺
れ
、
崩
れ
る
山
肌

　
大
地
震
が
あ
っ
た
日
は
中
学
校
か
ら
帰
宅
後
、
2
階
の
こ
た
つ
で
母
親
と

く
つ
ろ
い
で
い
た
。
揺
れ
が
長
く
、
あ
ま
り
に
も
激
し
い
。
古
び
た
木
造
家

屋
は
ギ
シ
ギ
シ
と
音
を
立
て
、
あ
わ
て
て
外
に
飛
び
出
し
た
。
家
の
塀
に
し

が
み
つ
い
て
や
り
過
ご
し
て
い
る
と
、
山
肌
が
崩
れ
て
砂
煙
が
上
が
る
の
が

見
え
た
。
夕
方
ま
で
に
一
家
全
員
が
そ
ろ
っ
た
。
翌
日
に
両
親
ら
と
軽
自
動

車
に
乗
り
込
み
、
西
に
約
30
㌔
の
田
村
市
船
引
町
に
避
難
。
さ
ら
に
県
外
の

親
戚
宅
な
ど
を
転
々
と
し
、
4
月
、
役
場
機
能
と
小
中
学
校
が
移
っ
た
会
津

若
松
市
に
た
ど
り
着
く
。
土
地
の
人
た
ち
は
温
か
く
、
な
じ
み
の
教
師
や
級

友
に
も
囲
ま
れ
て
充
実
し
た
1
年
間
を
過
ご
し
た
。

離
れ
て
郷
土
愛
い
っ
そ
う
強
く

　
進
学
し
た
い
わ
き
市
の
高
校
へ
は
、
家
族
と
引
っ
越
し
た
同
市
の
仮
設
住

宅
か
ら
通
っ
た
。
大
熊
町
出
身
の
新
入
生
は
自
分
一
人
。「
大
熊
か
ら
来
た

こ
と
を
隠
し
た
く
な
い
」。
思
い
切
っ
て
打
ち
明
け
る
と
、
み
ん
な
が
応
援

し
て
く
れ
「
い
じ
め
ら
れ
る
か
も
」
と
の
心
配
は
吹
き
飛
ん
だ
。「
胸
を

張
っ
て
、
古
里
の
名
前
や
帰
り
た
い
気
持
ち
を
言
っ
て
も
い
い
ん
だ
」。
郷

土
愛
を
い
っ
そ
う
強
く
し
た
。

　
2
0
1
4（
平
成
26
）年
の
秋
。
古
里
の
避
難
指
示
解
除
の
行
方
が
不
透
明

ま
ち
づ
く
り
会
社
職
員

「
も
う
避
難
者
で
は
な
い
」

「
た
だ
い
ま
」ま
で
あ
と
一
歩

小
泉 

良
空
さ
ん

　小
泉
良
空（
み
く
）さ
ん（
27
）は
福
島
第
一
原
発
が
立
地
す
る
大
熊
町

の
田
園
地
帯
で
、
原
発
事
故
が
起
き
る
中
学
2
年
ま
で
過
ご
し
た
。

郷
土
芸
能
の
太
鼓
や
部
活
の
吹
奏
楽
に
励
み
、
家
族
3
世
代
で
肩
を

寄
せ
合
っ
た
温
か
な
日
々
。
避
難
生
活
で
古
里
を
離
れ
て
も
、
い
つ

か
必
ず
戻
る
と
決
め
て
い
た
。
2
0
2
3（
令
和
5
）年
に
単
身
で
町

内
の
他
地
区
に
帰
還
し
た
が
、
あ
く
ま
で
も
震
災
前
の
実
家
の
跡
地

に
こ
だ
わ
る
。
本
当
の
「
た
だ
い
ま
」
ま
で
あ
と
一
歩
。
第
一
原
発

が
ま
た
が
る
隣
の
双
葉
町
で
震
災
伝
承
の
活
動
を
し
な
が
ら
、
い
ず

れ
自
宅
を
再
建
し
て
家
族
と
暮
ら
す
こ
と
を
夢
見
る
。

な
中
、
い
わ
き
市
内
に
自
宅
が
新
築
さ
れ
た
。
家
族
が
再
び
同
じ
屋
根
の
下

に
勢
ぞ
ろ
い
し
て
う
れ
し
か
っ
た
反
面
、「
も
う
大
熊
に
帰
ら
な
い
の
か
」

「
カ
チ
ッ
と
は
ま
ら
な
い
感
じ
」
と
複
雑
な
思
い
が
拭
え
な
か
っ
た
。

　
大
熊
の
実
家
が
取
り
壊
さ
れ
た
の
は
2
0
1
9
年
の
こ
と
だ
。
解
体
現
場

に
は
「
怖
く
て
」
一
度
も
足
を
運
ば
ず
、
父
が
通
信
ア
プ
リ
で
送
っ
て
く
れ

た
写
真
も
見
て
い
な
い
。
自
分
の
中
で
「
家
」
の
存
在
の
大
き
さ
に
気
付

き
、
東
京
の
大
学
を
卒
業
後
、
郡
山
市
が
本
社
の
住
宅
メ
ー
カ
ー
に
営
業
職

で
入
社
。
し
か
し
、
数
字
の
成
果
が
求
め
ら
れ
る
世
界
で
士
気
を
保
て
ず
、

古
里
の
復
興
に
直
接
携
わ
れ
な
い
も
ど
か
し
さ
が
高
じ
て
1
年
余
り
で
退
職

し
て
し
ま
う
。

再
び
古
里
へ
「
避
難
と
帰
還
の
間
」

　「
戻
っ
て
き
な
よ
」。大
熊
町
で
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
参
加
す
る
う
ち
、
親
し

い
人
た
ち
が
声
を
掛
け
て
く
れ
、
同
町
と
隣
り
合
う
双
葉
町
の
ま
ち
づ
く
り

会
社
「
ふ
た
ば
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
就
職
し
た
。
採
用
さ
れ
た
2
0
2
1（
令

和
3
）年
当
時
、
双
葉
町
は
町
域
の
9
割
に
立
ち
入
れ
ず
、
居
住
人
口
は
ゼ

ロ
。
24
年
12
月
現
在
、
Ｊ
Ｒ
常
磐
線
双
葉
駅
の
西
側
に
整
備
さ
れ
た
町
営
住

宅
な
ど
に
震
災
前
の
ほ
ぼ
2
%
に
当
た
る
約
1
7
0
人
が
暮
ら
す
。

　
23
年
に
は
古
里
の
ア
パ
ー
ト
に
転
居
し
た
。「
で
も
完
全
に
『
帰
っ
て
き

た
』
の
で
は
な
い
。
実
家
の
跡
地
に
家
を
建
て
る
ま
で
は
」。た
だ
、
地
元
と

呼
べ
る
場
所
に
戻
っ
た
時
点
で
「
避
難
者
、
被
災
者
の
く
く
り
」
か
ら
は
外

れ
、
今
は
「
避
難
と
帰
還
の
中
間
の
あ
い
ま
い
な
状
態
か
も
」
と
い
う
。

景
色
変
わ
って
も
死
ぬ
ま
で
住
む

　
ま
ち
づ
く
り
会
社
で
担
当
す
る
震
災
伝
承
の
仕
事
で
は
、
廃
墟
が
点
在
し

「
ゴ
ー
ス
ト
タ
ウ
ン
」
と
い
わ
れ
た
双
葉
町
が
「
そ
れ
だ
け
じ
ゃ
な
く
、
着
実

に
前
進
し
て
い
る
」
あ
り
の
ま
ま
の
姿
を
、
県
内
外
か
ら
訪
れ
る
教
育
旅
行

の
参
加
者
ら
に
正
し
く
伝
え
よ
う
と
心
が
け
る
。

　
2
0
2
4
年
11
月
末
、
木
枯
ら
し
吹
く
双
葉
駅
周
辺
。
小
泉
さ
ん
は
首
都

圏
の
来
訪
者
ら
を
避
難
住
民
が
自
宅
跡
地
に
設
け
た
小
さ
な
花
壇
に
案
内

し
、
原
発
事
故
前
の
生
活
を
し
の
ぶ
住
民
の
切
な
い
心
情
を
代
弁
し
た
。「
双

葉
は
今
ま
さ
に
ス
タ
ー
ト
し
た
と
こ
ろ
。
1
年
後
は
ま
た
風
景
が
変
わ
る
。

ぜ
ひ
再
訪
を
」
と
呼
び
か
け
、
最
後
に
き
っ
ぱ
り
と
言
っ
た
。
「
私
は
死
ぬ

ま
で
こ
の
地
域
に
い
ま
す
」

　
パ
ネ
ル
写
真
は
門
柱
や
塀
が
残
る
野
上
地
区
の
自
宅
跡
で
。

（
2
0
2
4
年
9
、11
月
取
材
）

1998年ごろ、実家裏の畑で祖母栄子さん（右）にあやされる 

福島
第一原発

大熊町
（～2011年）
（2023年～）

いわき市
（2012年4月～）

富岡町
（2021～23年）

福島県
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　ほ
ん
じ
も
よ
ぉ
…
。
ま
じ
な
い
の
よ
う
な
こ
の
言
葉
は
、
南
相
馬

市
か
ら
京
都
府
綾
部
市
に
避
難
し
た
井
上
美
和
子
さ
ん（
55
）の
古

里
、
原
発
事
故
に
見
舞
わ
れ
た
浪
江
町
の
山
あ
い
の
方
言
で
「
そ
う

は
言
っ
て
も
よ
」
の
意
だ
。
人
が
苦
境
に
あ
っ
て
も
諦
め
ず
に
何
か

手
立
て
を
探
ろ
う
と
す
る
時
、
口
を
突
い
て
出
る
一
言
だ
と
い
う
。

そ
の
お
国
な
ま
り
に
、
生
ま
れ
故
郷
を
失
っ
た
悲
し
み
や
泣
き
笑
い

の
情
感
を
込
め
た
朗
読
劇
「
ほ
ん
じ
も
よ
ぉ
語
り
」
を
事
故
か
ら
8

年
後
に
始
め
た
。「
区
切
り
も
つ
け
な
い
ま
ま
古
里
か
ら
引
き
離
さ
れ

た
」。
そ
の
無
念
さ
が
井
上
さ
ん
を
表
現
の
舞
台
に
押
し
上
げ
る
。

出
生
地
は
帰
還
困
難
区
域
の
中

　
疾
駆
す
る
馬
の
絵
付
け
で
知
ら
れ
る
陶
芸
品
、
大
堀
相
馬
焼
の
産
地
で
あ

る
浪
江
町
大
堀
地
区
で
生
ま
れ
た
。
震
災
前
は
阿
武
隈
山
地
を
背
に
登
り
窯

の
煙
突
か
ら
煙
が
立
ち
上
る
の
ど
か
な
里
山
だ
っ
た
が
、
窯
元
の
多
く
は
立

ち
退
き
、
今
も
一
部
を
除
い
て
帰
還
困
難
区
域
の
ま
ま
だ
。

　
3
歳
の
時
、
両
親
と
兄
妹
の
家
族
5
人
で
町
の
中
心
部
に
引
っ
越
し
た
。

雨
漏
り
の
ひ
ど
い
借
家
に
住
ん
で
い
た
時
期
も
あ
り
、
土
木
・
建
築
の
出
稼

ぎ
で
一
家
を
支
え
た
父
が
数
年
後
に
2
階
建
て
の
自
宅
を
新
築
す
る
と
、
う

れ
し
く
て
小
躍
り
し
た
。
坪
庭
に
設
え
た
「
し
し
お
ど
し
」
が
カ
タ
ン
と
音

を
立
て
る
の
を
飽
き
ず
に
眺
め
た
幼
い
日
。
自
慢
の
家
は
原
発
事
故
の
後
に

父
が
解
体
を
決
断
し
、
玄
関
前
に
2
人
並
ん
で
最
後
の
写
真
を
撮
っ
た
。

臨
界
事
故
で
知
っ
た
放
射
能
の
怖
さ

　
20
代
で
東
京
電
力
の
関
連
会
社
に
就
職
し
、
第
一
、
第
二
両
原
発
で
設

計
・
製
図
ソ
フ
ト
の
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
を
務
め
た
。
高
給
で
福
利
厚
生
が
充
実

し
て
い
た
の
に
引
か
れ
た
。
そ
の
後
の
転
職
先
、
第
二
原
発
の
立
つ
富
岡
町

の
携
帯
電
話
販
売
店
で
勤
務
し
て
い
た
１
9
9
9（
平
成
11
）年
9
月
。
店
の

電
話
が
ひ
っ
き
り
な
し
に
鳴
り
、
今
す
ぐ
複
数
台
の
携
帯
電
話
を
調
達
し
て

ほ
し
い
と
言
う
。
茨
城
県
東
海
村
の
核
燃
料
加
工
会
社
で
発
生
し
た
臨
界
事

故
。
電
話
の
主
は
東
電
や
関
連
企
業
の
技
術
者
ら
で
、
事
故
対
応
の
支
援
の

た
め
携
帯
を
受
け
取
っ
て
は
次
々
と
現
場
に
向
か
っ
た
。
み
ん
な
血
相
を
変

え
て
い
て
、「
何
か
と
ん
で
も
な
い
こ
と
」
が
起
き
て
い
る
と
悟
っ
た
。

　
そ
れ
か
ら
12
年
後
の
あ
の
日
、
井
上
さ
ん
は
ギ
タ
ー
職
人
の
夫（
59
）と
手

ず
か
ら
建
て
た
、
南
相
馬
市
鹿
島
区
の
山
あ
い
の
家
に
い
た
。
大
地
震
の
翌

日
、
爆
発
直
後
の
第
一
原
発
１
号
機
の
映
像
を
目
に
す
る
と
、
チ
ェ
ル
ノ
ブ

イ
リ
原
発
事
故
や
東
海
村
臨
界
事
故
の
記
憶
が
ま
ざ
ま
ざ
と
よ
み
が
え
り
震

え
上
が
っ
た
。「
と
に
か
く
遠
く
に
逃
げ
な
き
ゃ
」。
自
宅
は
第
一
原
発
か
ら

約
35
㌔
。
避
難
指
示
区
域
の
外
だ
っ
た
が
、
夫
、
当
時
4
歳
と
2
歳
の
娘
の

4
人
で
車
に
飛
び
乗
っ
て
南
西
に
約
70
㌔
の
福
島
空
港
へ
。
そ
こ
で
は
順
番

待
ち
の
列
が
長
く
続
き
、
い
つ
搭

乗
で
き
る
か
も
分
か
ら
な
い
。「
新

潟
港
か
ら
関
西
方
面
に
行
く
フ
ェ

リ
ー
が
あ
っ
た
は
ず
や
」。
大
阪
出

身
の
夫
が
気
付
い
た
。

　
船
上
の
人
と
な
り
、
翌
朝
に
た

ど
り
着
い
た
の
が
福
井
県
の
敦
賀

文
筆
朗
読
家

「
避
難
は
続
く
」

福
島
弁
に
泣
き
笑
い
込
め

井
上 

美
和
子
さ
ん

港
だ
っ
た
。
同
県
は
4
市
町
に
15
基
が
立
ち
並
ぶ
「
原
発
銀
座
」。
タ
ー
ミ

ナ
ル
で
声
を
か
け
て
く
れ
た
清
掃
員
の
高
齢
女
性
に
原
発
の
危
険
性
を
熱
っ

ぽ
く
説
く
と
、
こ
う
返
さ
れ
た
。
「
気
持
ち
は
分
か
る
け
ど
、（
存
廃
は
）上

の
人
が
決
め
る
こ
と
や
し
ね
え
」。
絶
望
に
追
い
打
ち
を
か
け
た
。

法
廷
陳
述
が
朗
読
劇
の
契
機
に

　
夫
の
両
親
が
住
む
大
阪
・
都
心
部
の
集
合
住
宅
に
身
を
寄
せ
た
が
、
幼
い

娘
2
人
は
環
境
の
激
変
に
ス
ト
レ
ス
を
た
め
込
ん
で
し
ま
う
。
関
西
一
円
の

自
治
体
に
片
っ
端
か
ら
電
話
し
て
、
姉
妹
が
そ
ろ
っ
て
入
れ
る
保
育
園
を
探

し
た
。
条
件
を
満
た
し
た
の
が
京
都
府
綾
部
市
で
、
住
ま
い
を
貸
し
て
避
難

者
を
支
援
し
た
い
と
い
う
市
民
に
も
つ
な
い
で
く
れ
た
。

　
朗
読
劇
「
ほ
ん
じ
も
よ
ぉ
語
り
」
の
初
演
は
2
0
１
9
年
9
月
。
綾
部
市

に
落
ち
着
い
て
か
ら
、
避
難
体
験
を
講
演
す
る
こ
と
は
何
度
も
あ
っ
た
が
、

そ
の
た
び
に
被
害
当
事
者
で
あ
る
自
分
と
聴
衆
と
の
「
距
離
」
に
孤
独
を
感

じ
て
い
た
。
転
機
は
同
年
2
月
、
関
西
の
避
難
者
ら
が
国
と
東
電
を
相
手

取
っ
て
損
害
賠
償
を
求
め
た
集
団
訴
訟
で
、
原
告
の
一
人
と
し
て
意
見
陳
述

し
た
経
験
だ
。
米
が
作
れ
な
く
な
っ
た
親
し
い
農
家
の
苦
し
み
を
訴
え
る
う

ち
、「（
福
島
弁
の
）ネ
ー
テ
ィ
ブ
の
ス
イ
ッ
チ
が
入
っ
た
」。
な
ま
っ
た
ま
ま

陳
述
を
終
え
る
と
、
法
廷
に
拍
手
が
湧
き
起
こ
っ
た
。

古
里
の
「
積
み
残
し
」
に
愛
着

　「
福
島
県
人
の
体
温
」
で
言
葉
を
紡
い
だ
朗
読
劇
の
演
目
は
約
20
あ
り
、「
恨

み
、
つ
ら
み
を
正
面
に
出
さ
ず
と
も
、
奥
底
に
あ
る
無
念
さ
と
か
、
静
か
な

怒
り
や
悲
し
み
を
織
り
込
ん
で
い
る
」。

　
自
分
が
死
ん
だ
ら
、
ど
う
し
て
も
福
島
の
大
地
に
葬
ら
れ
た
い
―
。
そ
う

望
む
限
り
、
避
難
は
続
く
と
考
え
て
い
る
。
自
給
自
足
を
目
指
し
た
南
相
馬

市
の
生
活
で
は
煮
炊
き
に
薪
を
使
い
、
焼
却
灰
を
家
庭
菜
園
の
肥
料
に
し
て

い
た
が
、「
事
故
後
に
放
射
性
物
質
が
濃
縮
す
る
薪
の
灰
自
体
を
作
り
出
し
た

く
な
い
」
と
い
う
。

　「
か
つ
て
の
当
た
り
前
の
暮
ら
し
に
は
戻
れ
な
い
。
で
も
、
離
れ
れ
ば
離
れ

る
ほ
ど
古
里
の
い
い
と
こ
ろ
ば
か
り
思
い
出
す
。
望
郷
の
念
よ
り
む
し
ろ
、

積
み
残
し
て
き
た
こ
と
に
後
ろ
髪
を
引
か
れ
る
ん
で
す
」

　
ほ
ん
じ
も
よ
ぉ
…
。
井
上
さ
ん
の
つ
ぶ
や
き
が
や
む
こ
と
は
な
い
。

　
パ
ネ
ル
写
真
は
京
都
府
選
定
の
文
化
的
景
観
、
綾
部
市
の
グ
ン
ゼ
旧
本
社

周
辺
で
。

（
2
0
2
4
年
9
月
取
材
）

2008年、南相馬市の自宅で生まれた
ばかりの次女と長女を抱く井上さん

■主な避難の足取り

福島
第一原発

福島県

南相馬市
浪江町

大阪市

京都府
綾部市
（2011年3月～）
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　宇
野
朗
子（
さ
え
こ
）さ
ん（
52
）は
福
島
第
一
原
発
事
故
で
当
時
4
歳

の
娘
を
連
れ
て
、
福
島
市
か
ら
西
日
本
に
逃
れ
た
。「
長
期
化
す
る
避

難
や
、
被
災
地
で
被
ば
く
防
護
に
必
要
な
情
報
や
支
援
が
不
足
し
て

い
る
事
態
へ
の
対
応
が
急
務
だ
」
と
し
て
、
2
0
1
5（
平
成
27
）年
、

「
避
難
の
権
利
」
を
求
め
る
任
意
団
体
を
設
立
。
原
発
回
帰
に
転
換
し

た
国
策
に
異
議
を
唱
え
る
一
方
、
原
発
事
故
へ
の
対
応
を
巡
る
ス

テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー（
利
害
関
係
者
）が
政
官
民
な
ど
の
立
場
を
超
え
て

対
話
で
き
る
場
を
模
索
す
る
。

「
大
地
に
近
い
生
活
」
脅
か
す
原
発

　
1
9
9
9（
平
成
11
）年
、
夫
の
就
職
を
機
に
、
福
島
市
に
移
り
住
ん
で
迎

え
た
最
初
の
朝
。
福
島
駅
か
ら
乗
り
込
ん
だ
東
北
本
線
の
車
窓
に
広
が
る
吾

妻
連
峰
の
雄
大
な
美
し
さ
に
、
思
わ
ず
歓
声
を
上
げ
た
。
関
東
平
野
の
ど
真

ん
中
で
育
っ
た
宇
野
さ
ん
に
と
っ
て
、
起
伏
に
富
ん
だ
福
島
の
自
然
景
観
は

鮮
烈
な
印
象
だ
っ
た
。

　
2
0
0
7
年
に
女
児
を
出
産
す
る
と
、「
よ
り
大
地
に
近
い
生
活
」
を
志

向
し
始
め
る
。
そ
の
過
程
で
自
然
農
や
エ

ネ
ル
ギ
ー
自
給
の
実
践
者
ら
多
く
の
友
人

が
で
き
、
互
い
に
学
び
合
う
よ
う
に
な
っ

た
。「
自
然
を
脅
か
さ
な
い
持
続
可
能
な
日

常
を
営
む
友
人
た
ち
の
よ
う
に
、
私
た
ち

家
族
も
人
間
ら
し
く
暮
ら
し
た
い
」。
そ
ん

な
思
い
の
前
に
立
ち
は
だ
か
っ
た
の
が
、

浜
通
り
地
方
に
そ
び
え
る
原
発
の
存
在

だ
っ
た
。

第
一
原
発
プ
ル
サ
ー
マ
ル
に
危
機
感

　
2
0
1
0
年
2
月
、
第
一
原
発
3
号
機
で
ウ
ラ
ン
・
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
混
合

酸
化
物（
Ｍ
Ｏ
Ｘ
）燃
料
を
使
用
す
る
プ
ル
サ
ー
マ
ル
発
電
を
容
認
す
る
考
え

を
、
当
時
の
佐
藤
雄
平
知
事
が
県
議
会
で
表
明
。「
危
険
を
増
す
選
択
」
に

衝
撃
を
受
け
た
宇
野
さ
ん
ら
は
反
対
署
名
を
集
め
、
同
年
6
月
、
同
原
発
に

出
向
い
て
プ
ル
サ
ー
マ
ル
中
止
の
要
請
を
行
う
。
正
門
前
に
仲
間
た
ち
と
集

ま
っ
て
い
た
時
、
地
鳴
り
が
響
き
、
福
島
県
沖
が
震
源
の
最
大
震
度
5
弱
の

揺
れ
が
。
恐
怖
で
体
が
こ
わ
ば
り
、「
走
馬
灯
の
よ
う
に
」
家
族
の
面
影
が

頭
を
よ
ぎ
っ
た
。
そ
の
4
日
後
に
は
同
原
発
2
号
機
の
電
源
が
急
停
止
す
る

事
態
が
発
生
、
宇
野
さ
ん
を
さ
ら
な
る
行
動
に
駆
り
立
て
る
。「
ふ
る
さ
と

を
第
二
の
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
に
し
な
い
で
」。
横
断
幕
を
掲
げ
て
毎
日
、
県

庁
の
前
に
立
っ
た
。

1
号
機
爆
発
…
私
た
ち
は
ば
か
だ

　
翌
年
3
月
、
宇
野
さ
ん
は
月
末
に
い
わ
き
市
で
開
く
原
発
の
廃
炉
を
求
め

る
集
会
の
準
備
に
追
わ
れ
て
い
た
。
大
地
震
が
襲
っ
た
の
は
、
4
歳
の
長
女

と
共
に
福
島
市
内
の
友
人
の
家
に
立
ち
寄
ろ
う
と
自
転
車
を
止
め
た
瞬
間

だ
。
「
マ
マ
は
こ
こ
に
い
る
よ
！
」。
娘
を
な
だ
め
る
間
に
も
石
塀
が
崩
れ

避
難
者
団
体
共
同
代
表

「
避
難
す
る
こ
と
を
選
択
」

「
避
難
の
権
利
」
を
求
め
て

宇
野 

朗
子
さ
ん

落
ち
、
電
線
は
ヒ
ュ
ン
ヒ
ュ
ン
と
音
を
立
て
て
揺
れ
た
。
友
人
宅
で
津
波
が

町
を
の
み
込
む
映
像
に
お
の
の
き
な
が
ら
、
ネ
ッ
ト
や
メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト

を
駆
使
し
て
原
発
の
状
況
を
片
端
か
ら
調
べ
た
。
電
源
を
喪
失
し
た
第
一
原

発
で
、
燃
料
ペ
レ
ッ
ト
を
覆
う
被
覆
管
の
破
損
が
時
間
の
問
題
ら
し
い
―
。

夜
更
け
に
飛
び
込
ん
で
き
た
情
報
に
凍
り
付
い
た
。

　
宇
野
さ
ん
と
友
人
、
乳
児
か
ら
小
学
3
年
ま
で
の
子
ど
も
4
人
が
1
台
の

ワ
ゴ
ン
車
に
乗
り
込
み
、
深
夜
、
吹
雪
の
山
道
を
西
に
進
ん
だ
。
翌
日
、
会

津
若
松
市
内
で
夫
と
落
ち
合
い
、
一
家
3
人
で
夫
の
実
家
が
あ
る
山
口
県
宇

部
市
に
向
か
っ
た
。
出
発
し
て
間
も
な
く
、
カ
ー
ラ
ジ
オ
か
ら
流
れ
て
く
る

第
一
原
発
1
号
機
爆
発
の
報
道
に
触
れ
た
。「
そ
う
な
ら
な
い
よ
う
に
こ
れ

ま
で
動
い
て
き
た
の
に
、
私
た
ち
は
何
て
ば
か
な
ん
だ
ろ
う
」。
涙
が
と
め

ど
な
く
あ
ふ
れ
た
。

避
難
者
と
被
災
地
住
民
に
共
通
の
権
利

　
宇
部
市
に
1
カ
月
滞
在
し
た
後
、
福
岡
県
に
母
子
だ
け
で
ほ
ぼ
2
年
間
、

避
難
し
た
。
2
0
1
2
年
６
月
に
「
子
ど
も
・
被
災
者
支
援
法
」
が
施
行
さ

れ
る
と
、
同
法
に
基
づ
い
て
、
被
災
者
が
避
難
を
選
択
し
て
も
、
と
ど
ま
っ

て
も
必
要
な
支
援
が
受
け
ら
れ
る
体
制
の
実
現
を
求
め
て
奔
走
。
京
都
府
に

避
難
先
を
移
し
て
か
ら
2
年
後
に
は
、「『
避
難
の
権
利
』
を
求
め
る
全
国
避

難
者
の
会
」
を
立
ち
上
げ
、
共
同
代
表
に
就
い
た
。

　
宇
野
さ
ん
は「『
避
難
の
権
利
』
は
す
で
に
避
難
し
た
人
た
ち
や
被
災
地
に

暮
ら
す
住
民
に
と
っ
て
、
共
通
す
る
救
済
の
基
盤
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
将

来
、
別
の
原
子
力
災
害
が
起
き
た
と
き
に
人
々
が
犠
牲
に
さ
れ
る
こ
と
な
く

生
き
て
い
く
た
め
の
重
要
な
権
利
な
の
で
す
」
と
主
張
す
る
。

対
話
が
生
み
出
す
も
の
に
期
待

　
60
年
を
超
え
て
原
発
の
運
転
を
可
能
に
す
る
「
Ｇ
Ｘ（
グ
リ
ー
ン
ト
ラ
ン
ス

フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）脱
炭
素
電
源
法
」
が
成
立
す
る
な
ど
、
国
が
原
発
回
帰

の
政
策
に
か
じ
を
切
っ
た
今
、
宇
野
さ
ん
は
利
害
関
係
者
同
士
の
対
話
の
重

要
性
を
痛
感
し
て
い
る
。
す
で
に
少
人
数
の
グ
ル
ー
プ
を
発
足
さ
せ
、
省
庁

関
係
者
や
原
子
力
研
究
者
ら
を
招
い
て
不
定
期
に
集
会
を
開
く
。
名
付
け
て

「
う
み
た
い
わ
」。
新
た
な
創
造
性
や
価
値
観
を
対
話
に
よ
っ
て
「
生
み
出
し

た
い
」
と
の
願
い
を
込
め
て
―
。

　
パ
ネ
ル
写
真
は
訪
れ
る
た
び
に
心
が
安
ら
ぐ
と
い
う
京
都
市
南
区
の
東
寺

境
内
で
。

（
2
0
2
4
年
9
月
取
材
）

2009年夏、住まいの近くだった福島県立図書館の
庭園で娘と共に

■主な避難の足取り

1:5.102.040

0 150km

福島
第一原発

福島県
福島市

山口県
宇部市
（2011年
 3月～4月）

福岡県
福津市
（2011年7月
 ～13年3月）

京都府
京田辺市
（2013年4月～）
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車
の
走
行
距
離
約
１
１
７
５
㌔
。
福
島
第
一
原
発
事
故
の
前
ま
で

い
わ
き
市
に
住
ん
で
い
た
森
島
幹
博
さ
ん（
59
）が
怒
涛
の
避
難
行
の
末

に
た
ど
り
着
い
た
の
は
、
北
陸
の
地
だ
っ
た
。
苦
難
の
３
年
間
を
過

ご
し
た
後
、
金
沢
市
で
カ
フ
ェ
を
開
業
。
自
主
避
難
者
で
あ
る
こ
と

を
公
言
す
る
と
、
同
じ
境
遇
の
人
た
ち
が
カ
フ
ェ
に
集
ま
っ
て
連
帯

す
る
よ
う
に
な
っ
た
。「
避
難
者
か
ら
支
援
者
へ
」。
能
登
半
島
地
震
の

被
災
者
と
自
ら
の
姿
を
重
ね
、
同
市
内
で
定
期
的
に
交
流
会
を
開

く
。
原
発
事
故
を
経
て
百
八
十
度
価
値
観
が
変
わ
っ
た
。「
避
難
す
る

も
し
な
い
も
選
択
の
自
由
が
認
め
ら
れ
る
社
会
で
あ
っ
て
ほ
し
い
」

と
願
う
。

事
業
好
調
の
さ
な
か
に
原
発
事
故

　
あ
の
日
、
海
外
で
レ
ス
ト
ラ
ン
を
経
営
す
る
親
友
を
手
伝
っ
て
帰
国
の
途

に
就
き
、
飛
行
機
が
成
田
空
港
に
着
陸
し
た
直
後
、
大
地
震
に
見
舞
わ
れ

た
。
機
内
に
7
時
間
閉
じ
込
め
ら
れ
、
家
族
の
無
事
を
確
認
後
、
休
憩
す
る

つ
も
り
で
東
京
の
友
人
宅
に
車
で
立
ち
寄
っ
た
。
早
朝
、
ニ
ュ
ー
ス
は
第
一

原
発
周
辺
の
避
難
指
示
発
令
を
報
じ
て
い
た
。
き
び
す
を
返
し
て
車
に
飛
び

乗
り
、
い
わ
き
市
の
自
宅
を
目
指
し
て
国
道
6
号
を
ひ
た
走
っ
た
。

　
茨
城
県
日
立
市
近
辺
に
差
し
掛
か
る
と
、
上
り
車
線
は
避
難
の
車
で
大
渋

滞
し
、
反
対
に
北
上
す
る
の
は
ほ
ぼ
自
分
一
人
な
の
に
気
付
い
た
。「
原
発

が
危
な
い
。
お
前
だ
け
で
も
引
き
返
し
て
こ
い
」。
東
京
の
友
人
が
電
話
で

説
得
し
て
き
た
が
、
そ
う
は
い
か
な
い
。
真
夜
中
に
自
宅
の
ド
ア
を
た
た

き
、
妻
に
当
時
9
歳
の
長
男
と
２
歳
の
長
女
、
母
と
伯
父
ら
家
族
7
人
で
ミ

ニ
バ
ン
に
乗
り
込
ん
で
避
難
を
開
始
。
東
京
や
京
都
の
知
人
宅
を
転
々
と

し
、
発
災
か
ら
11
日
後
、
一
家
を
迎
え
入
れ
て
も
い
い
と
い
う
石
川
県
小
松

市
の
親
類
の
家
に
よ
う
や
く
行
き
着
い
た
。

　
千
葉
県
育
ち
の
森
島
さ
ん
が
い
わ
き
市
に
家
族
と
移
り
住
ん
だ
の
は

2
0
0
7（
平
成
19
）年
の
こ
と
。
長
ら
く
飲
食
業
界
に
身
を
置
い
て
い
た

が
、
母
方
の
伯
父
が
名
産
の
「
い
わ
き
だ
る
ま
」
の
販
売
業
を
営
ん
で
お

り
、
伯
父
夫
婦
に
子
ど
も
が
い
な
い
た
め
に
後
を
継
い
だ
。
漁
師
の
多
い
浜

通
り
一
帯
で
社
寺
の
祭
礼
な
ど
に
出
店
し
て
は
、
だ
る
ま
や
縁
起
物
を
売
り

歩
い
た
。
仕
入
れ
や
宣
伝
を
工
夫
し
、
震
災
前
年
に
は
売
り
上
げ
が
以
前
の

2
倍
以
上
に
伸
び
た
。
原
発
事
故
は
、
だ
る
ま
の
倉
庫
を
併
設
す
る
自
宅
の

新
築
を
果
た
し
、
商
売
が
軌
道
に
乗
っ
た
そ
の
時
の
禍
事
だ
っ
た
。

カ
フ
ェ
開
業
、
避
難
者
癒
や
し
の
場
に 

　
避
難
先
の
小
松
市

で
は
辛
酸
を
な
め
る

日
々
が
続
い
た
。
子

ど
も
を
連
れ
て
妻
と

別
居
し
、
住
ま
い
は

2
度
変
わ
り
、
多
感

な
年
頃
の
長
男
は
不

登
校
に
。
近
隣
の
山

代
温
泉（
加
賀
市
）で
起
業
を
試
み
た
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
徒
労
に
終
わ
っ
て

し
ま
う
。
飲
食
業
で
鳴
ら
し
た
自
身
の
「
再
生
」
を
懸
け
て
カ
フ
ェ
を
開
こ

う
と
県
内
の
貸
し
店
舗
を
渡
り
歩
い
た
と
こ
ろ
、
金
沢
城
の
す
ぐ
そ
ば
で
お

レ
ス
ト
ラ
ン
経
営
、
避
難
者
団
体
共
同
代
表

「
も
う
戻
れ
な
い
」

避
難
者
か
ら
支
援
者
へ

森
島 

幹
博
さ
ん

あ
つ
ら
え
向
き
の
物
件
を
探
し
当
て
た
。

　
い
つ
も
力
に
な
っ
て
く
れ
る
双
子
の
弟
が
暮
ら
す
米
国
の
都
市
に
あ
や

か
っ
た
カ
フ
ェ
「
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
」
が
開
店
し
た
の
は
、
く
し
く
も
震
災
か

ら
４
年
目
の
3
月
11
日
。
森
島
さ
ん
の
歩
み
が
地
元
紙
や
テ
レ
ビ
で
紹
介
さ

れ
る
と
、
子
ど
も
へ
の
い
じ
め
な
ど
を
恐
れ
て
境
遇
を
明
か
せ
な
か
っ
た
母

子
避
難
の
母
親
た
ち
が
、
店
に
来
て
涙
な
が
ら
に
悩
み
を
打
ち
明
け
る
よ
う

に
な
っ
た
。「
語
ら
い
の
場
が
必
要
だ
」
。
毎
月
11
日
午
前
11
時
に
集
ま
り
、

「
住
ま
わ
せ
て
も
ら
っ
て
い
る
お
礼
に
」
清
掃
活
動
を
し
た
後
、
思
い
を
吐

露
す
る
「
11（
じ
ゅ
う
い
ち
）の
会
」
が
始
ま
っ
た
。

能
登
半
島
地
震
の
被
災
者
も
て
な
す

　
2
0
2
4（
令
和
6
）年
1
月
に
能
登
半
島
地
震
が
発
生
し
、
同
年
9
月
の

豪
雨
災
害
が
追
い
打
ち
を
か
け
た
。
森
島
さ
ん
は
復
旧
、
復
興
の
遅
れ
に
い

ら
立
ち
を
隠
さ
な
い
。「
行
政
は
避
難
者
が
い
つ
元
の
地
域
に
戻
れ
る
の
か

先
に
見
通
し
を
示
し
た
上
で
、
そ
の
間
の
生
活
を
保
障
し
て
ほ
し
い
」

　
24
年
10
月
、
金
沢
随
一
の
繁
華
街
・
香
林
坊
で
森
島
さ
ん
が
経
営
す
る
別

の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
開
か
れ
た
、
同
地
震
の
避
難
者
ら
の
交
流
会
。
温
か
い
飲

食
で
も
て
な
し
、
東
日
本
大
震
災
を
契
機
に
発
足
し
た
金
沢
大
学
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル
の
メ
ン
バ
ー
が
傾
聴
を
行
う
。
近
く
の
み
な
し
仮
設
に
住

み
、
輪
島
市
で
漆
器
店
を
営
む
柴
田
清
さ
ん（
73
）は
倉
庫
や
工
房
が
全
壊
。

後
継
者
は
お
ら
ず
、
廃
業
す
る
つ
も
り
だ
と
い
う
。
そ
れ
で
も
「
若
い
人
と

会
話
で
き
て
楽
し
い
。
し
ゃ
べ
る
こ
と
で
ス
ト
レ
ス
が
軽
く
な
る
」
と
表
情

を
和
ら
げ
た
。

「
避
難
の
選
択
は
自
由
」

　
森
島
さ
ん
は
今
も
「
避
難
者
」
で
あ
る
こ
と
に
こ
だ
わ
る
。
そ
う
し
な
い

と
「
子
ど
も
た
ち
に
対
し
て
、
自
室
の
あ
る
新
築
の
家
を
捨
て
、
机
も
ベ
ッ

ド
も
お
も
ち
ゃ
も
全
部
捨
て
て
、
苦
し
い
生
活
を
強
い
た
14
年
間
を
全
部
否

定
す
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
」
か
ら
だ
。

　
避
難
の
形
が
強
制
で
あ
れ
、
自
主
で
あ
れ
、「
み
ん
な
古
里
を
追
わ
れ
た
同

じ
被
害
者
」
だ
と
い
う
。「
事
故
当
初
は（
避
難
区
域
外
の
人
が
）何
で
逃
げ
な

い
ん
だ
と
思
っ
て
い
た
。
で
も
今
は
違
う
。
全
て
情
報
が
開
示
さ
れ
る
前
提

で
、
避
難
の
選
択
の
自
由
が
認
め
ら
れ
れ
ば
そ
れ
で
い
い
」

　
パ
ネ
ル
写
真
は
経
営
す
る
レ
ス
ト
ラ
ン
で
能
登
半
島
地
震
の
避
難
者
ら
と

過
ご
す
森
島
さ
ん（
右
か
ら
2
人
目
）。

（
2
0
2
4
年
10
月
取
材
）

起死回生の場となった金沢市のカフェ「ロサ
ンゼルス」の前で

■主な避難の足取り
0 60km

1:2.500.000

ま
が
ご
と

石川県
小松市
（2011年3月
  ～16年9月）

金沢市
（2016年9月～）

福島
第一原発

いわき市

福島県
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農
家
を
飛
び
出
し
看
護
師
に

　
福
島
第
一
原
発
が
立
地
す
る
大
熊
町
の
帰
還
困
難
区
域
の
中
で
、
除
染
廃

棄
物
の
中
間
貯
蔵
施
設
に
組
み
込
ま
れ
た
熊
川
地
区
の
出
身
。
5
人
き
ょ
う

だ
い
の
末
っ
子
で
、
小
学
3
年
生
の
時
に
相
馬
郡
金
房
村（
現
・
小
高
区
小

屋
木
）の
親
戚
の
農
家
に
養
子
に
入
っ
た
。
子
ど
も
時
代
は
稲
作
や
葉
タ
バ

コ
栽
培
、
養
蚕
な
ど
の
手
伝
い
に
明
け
暮
れ
、
地
元
の
農
業
高
校
に
進
ん

だ
。
卒
業
後
も
農
業
に
従
事
し
た
が
、「
黒
い
物
も
白
と
言
い
含
め
ら
れ

る
」
家
父
長
制
的
な
雰
囲
気
に
反
発
し
た
り
、
旧
来
型
の
営
農
で
生
計
を
立

て
て
い
く
こ
と
に
不
安
が
あ
っ
た
り
し
て
、
20
代
後
半
で
家
を
飛
び
出
す
。

　
鎌
田
さ
ん
が
な
り
わ
い
に
選
ん
だ
の
は
看
護
師
の
道
だ
っ
た
。
第
一
原
発

1
号
機
が
営
業
運
転
を
始
め
る
時
期
と
重
な
る
が
、
原
発
の
危
険
性
を
訴
え

る
著
名
な
科
学
者
の
講
演
を
聞
い
て
共
鳴
し
た
経
験
も
あ
り
、
関
連
業
界
に

職
を
求
め
る
考
え
は
な
か
っ
た
。

古
里
か
ら
2
千
㌔
遠
く
へ

　
発
災
の
日
は
、
小
高
区
に
あ
っ
た
精
神
科
の
専
門
病
院
で
勤
務
し
て
い

た
。
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
で
打
ち
合
わ
せ
の
直
後
に
襲
っ
た
激
し
い
揺
れ
。
は

う
よ
う
に
し
て
閉
鎖
病
棟
の
鍵
を
開
け
、
1
0
0
人
以
上
の
入
院
患
者
を

い
っ
た
ん
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
集
め
た
。
3
月
14
日
夜
に
患
者
ら
と
共
に
警
察
手

配
の
バ
ス
で
避
難
を
開
始
し
、
い
わ
き
市
や
南
会
津
町
を
経
由
し
て
18
日
、

東
京
・
世
田
谷
の
都
立
病
院
に
行
き
着
い
た
。

　
身
を
寄
せ
た
川
崎
市
の
長
男
の
家
で
何
気
な
く
ニ
ュ
ー
ス
を
見
て
い
る

と
、
沖
縄
県
で
被
災
者
の
避
難
を
受
け
入
れ
る
と
の
テ
ロ
ッ
プ
が
流
れ
て
き

た
。「
原
発
か
ら
で
き
る
だ
け
遠
く
へ
」。
大
急
ぎ
で
メ
モ
し
た
電
話
番
号
は
県

庁
で
、
対
応
可
能
な
自
治
体
の
連
絡
先
を
教
え
て
も
ら
い
、
片
端
か
ら
問
い
合

わ
せ
た
。
3
カ
所
ほ
ど
断
ら
れ
た
後
、
通
話
し
た
の
が
古
里
か
ら
南
に
2
千
㌔

以
上
離
れ
た
沖
縄
県
宮
古
島
市
。「
ど
う
ぞ
、
来
て
く
だ
さ
い
」。
4
月
末
、

機
上
の
人
と
な
っ
た
。

「
昭
三
模
合
」
で
支
え
合
う

　
同
市
中
心
部
の
ア
パ
ー
ト
に
住
ん
で
い
た
2
0
1
2
年
7
月
の
夏
祭
り
の

夜
。
名
物
の
大
綱
引
き
で
盛
り
上
が
っ
た
祭
り
の
余
韻
に
浸
り
な
が
ら
家
路

を
た
ど
っ
て
い
る
と
、
近
所
の
居
酒
屋
か
ら
三
線（
さ
ん
し
ん
）の
音
や
島
唄

が
に
ぎ
や
か
に
響
い
て
く
る
。
離
島
で
の
一
人
暮
ら
し
も
1
年
以
上
。「
人

恋
し
い
な
」。
思
い
切
っ
て
扉
を
開
け
た
。「
旅
行
？
ヤ
マ
ト（
本
土
）か
ら

元
看
護
師

「
今
も
避
難
中
」

沖
縄
宮
古
島
で
結
ん
だ
絆

鎌
田 

昭
三
さ
ん

　原
発
事
故
で
避
難
指
示
が
出
た
南
相
馬
市
小
高
区
で
看
護
師
だ
っ

た
鎌
田
昭
三
さ
ん（
81
）は
単
身
、
縁
も
ゆ
か
り
も
な
い
沖
縄
県
宮
古
島

市
に
逃
れ
た
。
南
国
の
離
島
の
人
た
ち
は
温
か
く
迎
え
入
れ
て
く

れ
、
島
唄
が
流
れ
る
楽
園
の
よ
う
な
暮
ら
し
は
9
年
余
り
続
い
た
。

現
地
で
避
難
者
の
会
の
代
表
ま
で
務
め
た
が
、
子
ど
も
た
ち
に
呼
び

戻
さ
れ
、
今
は
茨
城
県
の
海
辺
の
町
で
ゆ
っ
た
り
と
老
後
を
送
る
。

原
発
事
故
で
古
里
を
失
っ
た
悲
し
み
は
消
え
ず
、「
再
び
原
発
に
依
存

し
よ
う
と
す
る
日
本
の
将
来
が
心
配
だ
」
と
憂
え
る
。

来
た
の
？
」。
三
線
教
室
の
2

階
に
入
居
す
る
居
酒
屋
「
小

春
日
」
の
マ
マ
、
州
鎌
光
子

さ
ん（
74
）が
気
さ
く
に
迎
え

て
く
れ
、
鎌
田
さ
ん
は
常
連

た
ち
を
前
に
身
の
上
を
話
し

た
。
州
鎌
さ
ん
が
割
り
箸
を

パ
チ
ン
と
割
り
、
人
の
形
を
作
り
な
が
ら
言
っ
た
。「
一
人
じ
ゃ
な
い
よ
。

支
え
合
っ
て
こ
そ
人
だ
か
ら
ね
」

　
沖
縄
に
は
「
模
合（
も
あ
い
）」
と
呼
ば
れ
る
相
互
扶
助
と
親
睦
の
文
化
が

残
っ
て
い
る
。
月
に
一
度
、
仲
間
が
集
っ
て
飲
食
を
共
に
し
た
際
に
お
金
を

出
し
合
っ
て
積
み
立
て
、
1
年
ご
と
な
ど
に
メ
ン
バ
ー
が
順
繰
り
に
受
け
取

る
仕
組
み
だ
。
小
春
日
の
常
連
た
ち
で
つ
く
り
、
鎌
田
さ
ん
の
名
を
冠
し
た

「
昭
三
模
合
」
が
こ
の
日
か
ら
さ
っ
そ
く
始
ま
っ
た
。

　
主
に
中
高
年
の
メ
ン
バ
ー
は
14
人
い
て
、
三
線
や
歌
舞
、
笛
、
太
鼓
な
ど

宮
古
島
の
豊
か
な
芸
能
文
化
に
携
わ
る
人
ば
か
り
だ
っ
た
。
伝
統
行
事
の

「
二
十
日
正
月
」
に
招
か
れ
た
り
、
毎
月
陽
気
に
泡
盛
を
酌
み
交
し
た
り
す

る
、
夢
の
よ
う
な
日
々
。
鎌
田
さ
ん
も
リ
ク
エ
ス
ト
に
応
え
て
古
里
の
民
謡

「
新
相
馬
節
」
を
朗
々
と
歌
い
上
げ
、
喝
采
を
浴
び
た
。「
昭
三
模
合
」
は
島

と
本
土
を
往
復
し
な
が
ら
今
も
続
き
、
州
鎌
さ
ん
は
「
命
あ
る
限
り
付
き

合
っ
て
い
き
た
い
」
と
絆
を
誓
う
。

古
里
喪
失
の
無
念
は
消
え
ず

　
2
0
2
0
年
、
鎌
田
さ
ん
は
遠
隔
地
で
の
独
居
を
心
配
す
る
子
ど
も
た
ち

の
勧
め
に
従
う
。
本
土
へ
の
帰
り
道
、
ひ
と
り
車
で
九
州
や
四
国
を
巡
っ

た
。
長
崎
県
・
雲
仙
普
賢
岳
の
噴
火
災
害
の
痕
跡
な
ど
を
見
学
し
な
が
ら
、

火
山
国
で
あ
る
日
本
を
実
感
し
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
本
気
で
考
え
る
な
ら
、
安

全
に
電
力
を
得
ら
れ
る
地
熱
発
電
が
有
効
だ
」
と
思
い
至
っ
た
と
い
う
。

「
あ
ん
な
事
故
を
起
こ
し
た
の
に
、
原
発
の
積
極
利
用
と
か
新
設
と
か
政
治
家

が
と
ん
で
も
な
い
こ
と
を
言
っ
て
る
。
後
始
末
は
誰
が
や
る
の
」

　
島
か
ら
戻
っ
て
4
年
、
鹿
島
灘
に
面
し
た
の
ど
か
な
平
野
の
一
軒
家
で
、

野
菜
や
果
樹
を
育
て
な
が
ら
の
ん
び
り
一
日
を
過
ご
す
。

　
―
鎌
田
さ
ん
、
今
も
避
難
中
と
い
う
認
識
は
あ
り
ま
す
か
。

　「
あ
り
ま
す
。
古
里
を
喪
失
し
た
か
ら
な
」
。
好
々
爺
ら
し
い
穏
や
か
な
ほ

ほ
笑
み
が
ふ
っ
と
消
え
、
き
っ
ぱ
り
と
答
え
た
。

　
パ
ネ
ル
写
真
は
茨
城
県
鹿
嶋
市
の
自
宅
の
庭
で
。

（
2
0
2
4
年
11
月
取
材
）

2019年、「模合」の仲間との北海道旅
行で新相馬節を披露する鎌田さん

■主な避難の足取り

川崎市
（2011年３～４月）

沖縄県
宮古島市
（2011年４月
 ～20年８月）

福島
第一原発

茨城県
鹿嶋市
（2020年９月～）
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